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◉
研
究
ノ
ー
ト

 『
古
今
著
聞
集
』が
描
く
日
本
仏
教
史

―
巻
二
「
釈
教
」
編
の
構
想
―

追
塩
千
尋

は
じ
め
に

平
安
・
鎌
倉
期
に
か
け
て
作
ら
れ
た
多
く
の
説
話
集
は
、
当
時
の
人
々
の
意
識
や
信
仰
の
内
実
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
格
好

の
資
料
で
あ
る
。
特
に
日
本
仏
教
の
展
開
を
見
る
上
で
有
益
で
あ
る
が
、『
日
本
霊
異
記
』
を
初
め
と
す
る
い
わ
ゆ
る
仏
教
説
話
集
を

素
材
と
し
て
仏
教
の
展
開
の
諸
相
を
探
る
、
と
い
う
の
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
仏
教
説
話
集
で
は
な
い
が
、
仏
教
の
部
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
説
話
集
に
お
け
る
仏
教
の
位
置
を
確
認
す
る
、
と
い
う
作

業
も
必
要
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
作
品
全
体
の
中
で
仏
教
の
部
立
て
の
も
つ
意
味
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、
選
者
の
仏
教
の
捉

え
方
や
認
識
を
探
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
仏
教
の
部
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
作
品
と
し
て
、
江
談
抄
・
古
事
談
・
続
古
事
談
・
古

今
著
聞
集
な
ど
を
挙
げ
得
る
が
、時
代
が
下
る
に
つ
れ
仏
教
部
が
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
の
う
ち
、

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
古
事
談
・
続
古
事
談
に
関
し
て
検
討
を
加
え
て
み
た（
1
）。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
に
続
き
、
一
二
五
四
年
に
成
立
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し
た
橘
成
季（
生
没
年
不
詳
）に
よ
る
『
古
今
著
聞
集
』（
以
下
『
著
』）巻
二
「
釈
教
」
編
を
検
討
し
、『
著
』
が
描
く
日
本
仏
教
史
や

仏
教
の
捉
え
方
の
特
質
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

『
著
』
は
鎌
倉
中
期
を
代
表
す
る
大
部
な
説
話
集
で
、
戦
前
か
ら
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
改
め
て
『
著
』
の
研
究
史
を

述
べ
る
必
要
や
余
裕
も
な
い
が
、
中
島
悦
次
氏
の
選
者
研
究（
2
）、
永
積
安
明
・
島
田
勇
氏（
3
）、
中
島
悦
次
氏（
4
）、
西
尾
光
一
・

小
林
保
治
氏（
5
）ら
に
よ
る
注
釈
及
び
作
品
解
説
な
ど
が
代
表
的
な
研
究
と
い
え
よ
う
。
な
か
で
も
永
積
安
明
・
島
田
勇
氏
に
よ
る

注
釈
・
解
説
は
意
が
尽
く
さ
れ
た
基
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
『
著
』
の
本
文
は
そ
の
説
話
番
号
も
含
め
て
両
氏
に
よ

る
注
釈
書
を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。『
著
』
の
全
般
的
性
格
と
し
て
、
そ
の
基
調
に
は
王
朝
時
代
の
貴
族
文
化
を
賞
賛
・
懐
古
し

よ
う
と
す
る
傾
向（
尚
古
意
識
）は
あ
る
が
、
王
朝
的
美
意
識
・
価
値
観
と
趣
を
異
に
す
る
話
も
少
な
く
な
い
、
と
い
う
指
摘（
6
）を

今
日
の
共
通
認
識
と
受
け
止
め
て
お
き
た
い
。

巻
二
に
関
し
て
は
『
著
』
全
体
の
特
質
を
踏
ま
え
な
が
ら
論
ず
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
際
に
永
積
氏（
7
）や
大
隅
和
雄
氏（
8
）
ら

が
指
摘
す
る
『
著
』
の
百
科
事
典（
百
科
全
書
）的
な
特
質
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。『
著
』
は
一
冊
も
の
で
は
あ
る
が
、『
古
事
類
苑
』

な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
く
部
門
別
百
科
事
典
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
著
』
は
鎌
倉
期
の
知
識
人
が
知
っ
て
お
く
べ
き
知

識
が
集
め
ら
れ
た
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
仏
教
部
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
視

点
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
巻
二
は
巻
一
「
神
祇
」
に
続
く
『
著
』
に
お
け
る
宗
教
の
巻
で
あ
る
の
で
、『
著
』
が
描
く
宗
教
世
界
を
述
べ
る
中
で
そ
の

特
質
が
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
て
き
た
。
中
島
氏
は
そ
こ
に
は
当
時
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
神
仏
習
合
・
因
果
応
報
・
転
生
説
・
往
生
極

楽
・
末
法
思
想
な
ど
が
見
ら
れ
る
と
し（
9
）、
永
積
氏
は
化
度
衆
生
譚
や
密
教
説
話
が
多
い
こ
と
に
注
目
し（
10
）、
志
村
有
弘
氏
は
、

神
仏
習
合
・
本
地
垂
迹
説
が
全
編
に
流
れ
、
成
季
は
神
仏
に
対
し
て
強
い
信
心
を
も
っ
て
は
い
る
が
、
仏
の
説
く
と
こ
ろ
を
知
識
と



048

し
て
受
け
入
れ
て
い
る
感
が
強
い
こ
と
を
特
質
と
さ
れ
る（
11
）。『
著
』
の
性
格
を
百
科
事
典
的
に
捉
え
る
立
場
か
ら
は
、
仏
教
を
知

識
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
と
す
る
志
村
氏
の
見
解
は
妥
当
性
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
知
識
は
後
述
の
よ
う
に
網
羅
的
で
は
な
く
極
め
て
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
な
ら
、
そ
の
こ
と
の
意

味
を
考
え
る
必
要
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
全
般
的
な
特
質
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
巻
二
に
即
し
た
専
論
は
管
見
で
は
甚

だ
少
な
く
、
桜
井
利
佳
氏
の
も
の
が
目
に
付
く
程
度
で
あ
る
（
12
）。
氏
は
釈
教
編
に
お
け
る
九
条
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
書
承
面
の

視
点
か
ら
検
討
し
、
特
に
取
材
源
と
し
て
慶
政
と
の
関
わ
り
に
注
目
し
て
い
る
。
巻
二
に
限
定
し
て
は
い
な
い
が
、『
著
』
に
お
け

る
仁
和
寺
の
影
響
を
重
視
す
る
土
谷
恵
氏
の
研
究
（
13
）
と
共
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
巻
二
に
即
し
て
の
検
討
は

未
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
な
の
で
、
基
礎
的
な
こ
と
に
は
な
る
が
以
下
検
討
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、「
仏
教
」
は
近
代
的
概
念
で
、『
著
』
も
含
め
て
前
近
代
に
お
い
て
は
「
仏
法
」
が
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
仏
教
」

は
文
字
通
り
仏（
釈
迦
）の
教
え
、
す
な
わ
ち
教
義
を
指
す
限
定
的
な
語
で
あ
り
、「
仏
法
」
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
仏
教
・
仏
教
史
」
と
い
う
語
を
使
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
巻
二
の
概
要

巻
二
の
分
析
の
前
に
、
前
提
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
や
巻
二
の
全
般
的
特
質
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
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（
一
）
前
提
的
確
認
事
項

『
著
』の
構
成
は
全
二
十
巻
三
十
編
で
、
説
話
数
の
合
計
は
七
二
六
話
で
あ
る
。
規
模
か
ら
す
る
と
千
余
話
を
収
め
る『
今
昔
物
語
集
』

に
次
ぐ
大
部
な
説
話
集
で
あ
る
。
た
だ
、
七
二
六
話
中
八
〇
話
は
後
か
ら
の
抄
入
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
（
14
）、
そ

れ
ら
を
除
く
と
全
体
で
六
四
六
話
と
な
る
。
こ
の
う
ち
巻
二
の
説
話
数
は
抄
入
二
話（
四
〇
・
四
二
）を
除
く
と
三
七
話
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
巻
一
神
祇
は
四
話
の
抄
入（
三
〇
〜
三
三
）を
除
く
と
二
九
話
で
、
巻
二
と
合
わ
せ
た
宗
教
説
話
は
合
計
六
六
話
で
全
体
の

一
割
ほ
ど
に
な
る
。
他
の
巻
に
も
宗
教
説
話
に
分
類
可
能
な
話
が
散
在
す
る
が（
神
祇
一
四
話
、
仏
教
四
九
話
ほ
ど
）、
そ
れ
ら
を
加

え
る
と
全
体
の
二
割
ほ
ど
に
な
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
宗
教
説
話
は
量
的
に
は
全
体
の
程
よ
い
位
置
を
占
め
て
お
り
、
特
定
の
分
野

に
偏
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
点
で
『
著
』
は
百
科
事
典
的
な
書
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
う
な
づ
け
よ
う
。

他
の
巻
に
散
在
し
て
い
る
仏
教
説
話
に
分
類
可
能
な
話
と
は
、
巻
一（
五
・
八
・
一
八
・
二
三
・
二
六
）、
巻
三（
九
七
）、
巻
四（
一

一
一
）、
巻
五（
一
四
三
・
一
五
一
・
一
五
六
・
一
五
七
・
一
六
四
・
二
一
二
・
二
一
三
・
二
二
三
）、
巻
六（
二
四
七
・
二
七
五
・
二

八
〇
・
二
八
二
・
二
八
三
）、
巻
八（
三
二
三
）、
巻
十
一（
三
八
六
・
三
九
九
）、
巻
十
二（
四
二
三
・
四
三
一
）、
巻
十
三（
四
五
四
・

四
六
〇
・
四
六
五
・
四
六
八
・
四
六
九
）、
巻
十
五（
四
八
四
・
五
〇
〇
）、
巻
十
六（
五
四
五
・
五
五
一
・
五
五
二
・
五
五
八
）、
巻

十
七（
五
八
四
・
六
〇
〇
・
六
〇
四
）、
巻
十
八（
六
二
八
）、
巻
二
十（
六
八
〇
・
六
八
二
・
六
九
二
・
六
九
五
・
六
九
七
・
六
九
八
・

七
〇
一
・
七
一
三
・
七
一
九
）な
ど
で
あ
る（
傍
線
は
霊
験
性
を
語
る
説
話
）。

巻
一
は
神
祇
で
あ
る
が
、
巻
二
と
共
に
神
仏
習
合
・
本
地
垂
迹
を
説
い
て
い
る
点
で
巻
二
を
補
う
巻
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
点
で

は
、
巻
一
の
五
話
は
巻
二
と
一
体
と
考
え
て
も
よ
い
。

そ
の
巻
一
の
五
話
を
除
く
他
の
四
十
四
話
が
巻
二
に
分
類
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
選
者
が
立
て
た
仏
教
の
基
準
に
入
ら
な
か
っ

た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
基
準
と
は
本
稿
の
一
つ
の
結
論
で
も
あ
る
の
だ
が
、
先
取
り
し
て
言
う
な
ら
選
者
の
仏
教
説
話
た
る



050

基
準
は
、
仏
教
が
示
す
「
霊
験
性
」
を
有
す
る
か
ど
う
か
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
主
人
公
や
舞
台
が
僧
侶
・
寺
院
・
仏
像
な
ど
の

仏
教
関
係
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
霊
験
性
を
と
も
な
わ
な
い
話
は
仏
教
説
話
に
分
類
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

前
述
の
四
十
四
話
の
う
ち
、
傍
線
を
引
い
た
十
一
話
は
霊
験
性
に
関
わ
る
説
話
と
い
え
る
。
そ
れ
ら
が
巻
二
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た

理
由
は
不
明
と
い
う
し
か
な
い
。
そ
の
理
由
を
選
者
の
分
類
基
準
が
貫
徹
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
に
求
め
る
の
は
簡
単
で

は
あ
る
が
、
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

も
う
一
点
前
提
と
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、『
著
』
に
お
け
る
時
期
区
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。

説
話
集
に
限
ら
ず
中
世
の
書
物
に
は
「
上
古
」「
中
比
」「
近
代
」
な
ど
の
時
期
を
示
す
用
語
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
著
者

の
価
値
観
を
う
か
が
う
う
え
で
も
有
益
で
あ
る
。『
著
』
の
時
期
区
分
に
関
し
て
は
、
福
田
益
和
氏
に
よ
り
既
に
作
業
は
な
さ
れ
て

い
る（
15
）。
し
か
し
な
が
ら
、若
干
修
正
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
の
で
、改
め
て
『
著
』
の
時
期
区
分
を
示
し
て
お
き
た
い
。

結
論
的
な
こ
と
を
述
べ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、「
昔
」
と
「
今
」
の
二
区
分
が
な
さ
れ
て
お
り
、
十
二
世
紀
前
半
が
「
昔
」
と
「
今
」
を
区
分
す
る
画
期
と
な
る
。

二
、「
昔
・
今
」
と
と
も
に
上
古（
上
世
）・
中
比
・
近
代
の
三
区
分
法
が
用
い
ら
れ
、「
近
代
」
の
中
で
も
著
者
と
同
時
代
が
「
ち

か
比（
近
比
・
近
来
・
ち
か
き
世
）」
と
さ
れ
、
そ
の
「
ち
か
比
」
は
「
末
世
・
末
代
」
と
も
重
な
る
。

三
、「
上
古
」
の
起
源
は
無
限
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
十
世
紀
末
が
下
限
と
な
る
。
二
四
四
話
で
源
博
雅
（
九
一
八
〜
九
八
〇
）
は

「
上
古
に
す
ぐ
れ
た
る
管
弦
者
也
け
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、二
六
四
話
で
源
頼
能（
十
一
世
紀
の
後
三
条
天
皇
の
時
代
）

は
「
上
古
に
恥
ざ
る
数
奇
の
者
也
」
と
、
上
古
の
人
と
比
べ
て
も
遜
色
の
無
い
人
と
い
う
点
で
上
古
の
人
と
区
別
さ
れ
、
か

つ
頼
能
は
博
雅
の
墓
に
参
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
世
紀
末
が
「
上
古
」
と
次
の
時
代
で
あ
る
「
中
比
」
を
区
分
す
る
画
期

と
い
え
る
。
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四
、
「
中
比
」
は
、
八
二
話
で
大
江
匡
房（
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
）が
太
宰
権
帥
在
任
時（
一
〇
九
六

〜
一
〇
九
八
年
）が
「
昔
な
か
比
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
中
比
」
の
範
囲
は
十
世
紀
末
〜

十
二
世
紀
初
頭
の
間
と
考
え
ら
れ
る
。

福
田
氏
は
上
古（
九
世
紀
以
前
）→
昔（
九
世
紀
〜
十
一
世
紀
末
）→
中
比（
十
二
世
紀
〜
十
三
世
紀

初
頭
）と
し
て
い
る
が
、「
昔
」
は
「
上
古
・
中
比
」
を
含
む
十
二
世
紀
初
頭
ま
で
と
し
て
お
く
。

五
、「
近
代
」
は
十
二
世
紀
初
頭
以
降
を
示
す
。

六
、「
ち
か
比
」
の
語
は
一
三
二
・
二
七
四
・
三
八
一
・
四
三
三
・
五
七
三
・
六
五
四
・
六
九
八
話
な

ど
に
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
の
間
を
示
し
、
そ
れ
は
著
者
と
同
時
代
で

も
あ
る
。
従
来
著
者
の
生
年
は
一
二
〇
五
年
頃
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
ち
か
比
」
が
著
者
の
同
時

代
で
あ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
な
ら
、
生
年
を
も
う
十
年
ほ
ど
引
き
上
げ
て
も
よ
い
の
か
も
し
れ

な
い
。

七
、「
末
代
」
は
二
六（
重
源
）
・
二
一
二（
西
行
）
・
六
〇
四（
建
保
の
頃
、
一
二
一
三
〜
一
二
一
九
）な

ど
の
話
か
ら
し
て
、「
近
代
」
の
中
で
も
「
ち
か
比
」
と
重
な
る
。

以
上
の
こ
と
を
図
示
す
る
と
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
二
）
巻
二
の
概
要
と
そ
の
特
質

こ
こ
で
参
考
ま
で
に
抄
入
も
加
え
、
か
つ
説
話
が
語
る
年
代
を
明
確
に
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
を
示
し
な
が
ら
、
巻
二
の
概
要
を

示
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
際
に
前
節
の
時
期
区
分
に
従
い
な
が
ら
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
括
弧
の
数
字
は
生
没
年
な
ど
を
除

昔 今

上古 中比 近代

ちか比（末代）

10C末 12C初 12C末
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き
、
説
話
番
号
で
あ
る
。

ａ
、
上
古
の
話（
十
四
話
、
抄
入
二
話
）

欽
明
天
皇
十
三
年（
五
五
二
）の
仏
法
伝
来（
三
四
）、
聖
徳
太
子（
五
七
四
〜
六
二
二
）の
仏
法
弘
通
の
功
績（
三
五
）、
藤
原
豊
成
の

娘（
七
七
五
年
に
往
生
）に
よ
る
当
麻
曼
荼
羅
製
作
譚（
三
六
）、
行
基（
六
六
八
〜
七
四
九
）の
昆
陽
寺
建
立
譚（
三
七
）、
嵯
峨
天
皇
の

心
経
宸
筆
と
空
海
に
よ
る
供
養（
八
一
八
年
の
出
来
事
、
三
八
）、
最
澄
に
よ
る
渡
海
の
願
と
宇
佐
八
幡
が
示
し
た
霊
験（
八
一
四
年

の
出
来
事
、
三
九
）、
円
珍（
八
一
四
〜
八
九
一
）と
新
羅
明
神
及
び
園
城
寺
建
立
譚（
抄
入
、
四
〇
）、
聖
宝（
八
三
二
〜
九
〇
九
）に

よ
る
東
大
寺
東
坊
の
鬼
神
退
散（
四
一
）、
貞
崇（
八
六
六
〜
九
四
四
）が
語
る
金
峰
山
の
神
変（
抄
入
、
四
二
）、
香
隆
寺
僧
正
寛
空（
八

八
四
〜
九
七
二
）の
法
験（
四
三
）、
寛
仲
僧
都（
九
〇
六
〜
九
七
七
）の
霊
験（
四
四
）、
貞
崇
と
火
雷
天
神
と
の
問
答（
四
五
）、
浄
蔵

（
八
九
一
〜
九
六
四
）を
め
ぐ
る
霊
験
譚（
四
六
）、
空
也（
九
〇
三
〜
九
七
二
）に
よ
る
念
仏
弘
通（
四
七
）、
千
観（
九
一
八
〜
九
八
四
）

の
阿
弥
陀
和
讚
作
成
と
往
生
譚（
四
八
）、
定
昭（
九
〇
六
〜
九
八
三
）の
法
験（
四
九
）。

ｂ
、
中
古
の
話（
五
話
）

有
験
の
人
で
あ
る
性
信
法
親
王（
一
〇
〇
五
〜
八
五
）（
五
〇
）、
往
生
人
永
観（
一
〇
三
三
〜
一
一
一
一
）（
五
一
）、
行
尊（
一
〇
五

七
〜
一
一
三
五
）の
霊
験（
五
二
）、
良
忍（
一
〇
七
二
〜
一
一
三
二
）を
め
ぐ
る
奇
瑞
と
融
通
念
仏
及
び
往
生（
五
三
）、
少
将
の
聖（
九

六
〇
年
代
〜
一
〇
二
四
）の
即
身
成
仏（
五
四
）。

ｃ
、
近
代
の
話（
十
七
話
）

藤
原
頼
長（
一
一
二
〇
〜
五
六
）と
定
信
入
道（
一
〇
八
八
〜
一
一
五
六
）（
五
五
）、
慈
心
房
尊
恵
の
往
生（
一
一
七
二
年
の
出
来
事
、

五
六
）、
西
行（
一
一
一
八
〜
九
〇
）（
五
七
）、
永
万
元
年（
一
一
六
五
）の
霊
験（
五
八
）、
平
清
盛（
一
一
一
八
〜
八
一
）に
関
す
る
美

談（
五
九
）、
澄
憲（
一
一
二
六
〜
一
二
〇
三
）に
関
す
る
美
談（
六
〇
）、
遁
世
者
貞
慶（
一
一
五
五
〜
一
二
一
三
）（
六
一
）、
源
頼
朝（
一
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一
四
七
〜
九
九
）に
関
す
る
霊
験（
六
二
）、
法
然（
一
一
三
三
〜
一
二
一
二
）を
め
ぐ
る
奇
瑞（
六
三
）、
明
恵（
一
一
七
三
〜
一
二
三
二
）

を
め
ぐ
る
奇
瑞（
六
四
）、
越
後
僧
正
親
厳（
一
一
五
一
〜
一
二
三
六
）の
霊
験（
六
五
）、
後
鳥
羽
院（
一
一
八
〇
〜
一
二
三
九
）と
聖
覚

（
一
一
六
七
〜
一
二
三
五
）（
六
六
）、
長
谷
観
音
の
霊
験
と
藤
原
家
実（
一
一
七
九
〜
一
二
四
二
）及
び
醍
醐
寺
実
賢（
一
一
七
六
〜
一

二
四
九
）（
六
七
）、
大
中
臣
長
家
に
よ
る
大
般
若
経
書
写
と
そ
の
功
徳（
六
八
）、
検
非
違
使
別
当
藤
原
兼
光（
一
一
四
五
〜
一
一
九
六
）

に
よ
る
結
縁
経
再
興（
六
九
）、
生
智
法
師
と
観
音
の
利
生（
一
二
四
九
年
の
時
、
七
〇
）、
湛
空（
一
一
七
六
〜
一
二
五
三
）の
涅
槃
会

と
霊
験（
七
一
）の
十
七
話
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
十
七
話
の
う
ち
、
六
十
話
以
降
の
十
二
話
は
「
ち
か
比
」
に
属
す
る
選
者
と
同
時
代

の
話
で
あ
る
。

最
後
の
書
写
山
性
空（
九
二
七
〜
一
〇
〇
七
）に
よ
る
法
華
経
書
写（
七
二
）の
話
は
竹
園
本
に
よ
る
追
記
で
、
時
期
的
に
は
四
九
話

の
次（
す
な
わ
ち
「
中
比
」
の
話
）に
置
か
れ
る
べ
き
話
で
あ
る
。

以
上
の
配
列
な
ど
を
踏
ま
え
て
と
り
あ
え
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
巻
二
の
特
徴
は
、

①
仏
法
伝
来
の
六
世
紀
か
ら
、『
著
』
成
立
期
の
十
三
世
紀
半
ば
に
至
る
ま
で
各
話
が
ほ
ぼ
時
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。

②
四
〇
・
四
二
の
抄
入
話
も
時
代
順
を
乱
さ
な
い
で（
あ
る
い
は
時
代
順
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
）挿
入
さ
れ
て
い
る
。

③
僧
侶
や
仏
菩
薩
の
霊
験
・
奇
瑞
話
が
多
い
。
巻
一
の
神
祇
も
同
様
に
神
罰
や
祟
り
を
含
む
神
の
霊
験
話
が
多
い
。
巻
一
・
二
の
宗

教
説
話
で
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
霊
験（
そ
の
こ
と
を
示
す
用
語
は
後
述
の
ご
と
く
多
彩
で
あ
る
）で
あ
る
、
と
い
え
る
。

④
時
代
順
で
あ
る
話
を
仏
教
史
の
視
点
か
ら
見
た
場
合
、

イ
、
初
期
の
様
子
は
仏
法
伝
来
→
聖
徳
太
子
→
行
基
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
お
り
、
当
時
に
お
い
て
は
定
式
化
し
た
配
列
が
な
さ

れ
て
い
る
。

ロ
、
行
基
も
含
む
奈
良
仏
教
に
お
い
て
は
、
南
都
仏
教（
六
宗
の
伝
来
）、
東
大
寺
等
の
建
立
、
鎮
護
国
家
、
鑑
真
な
ど
の
こ
と
が
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語
ら
れ
て
い
な
い
。

ハ
、
平
安
初
期
仏
教
を
代
表
す
る
最
澄
・
空
海
ら
は
登
場
し
て
い
る
が
、
彼
ら
に
よ
る
天
台
・
真
言
開
宗
の
こ
と
が
少
な
く
と
も

空
海
に
関
し
て
は
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
。

ニ
、
最
澄
・
空
海
以
後
で
は
、
巻
一
で
補
足
さ
れ
て
は
い
る
が
円
仁
は
登
場
せ
ず
、
往
生
話
に
比
較
的
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
割

に
は
源
信
も
語
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
源
信
は
四
四
六
話
に
そ
の
名
が
見
え
る
が
、
そ
の
話
の
主
人
公
は
妹
の
安
養
尼
で
、

盗
人
を
感
心
さ
せ
た
と
い
う
美
談
的
話
に
な
っ
て
い
る
。
四
四
六
話
は
巻
十
二
の
中
の
「
偸
盗
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
仏

教
話
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

ホ
、
鎌
倉
期
で
は
法
然
・
明
恵
ら
に
力
が
入
れ
ら
れ
、
彼
ら
に
対
す
る
評
価
も
高
い
。

⑤
巻
一
の
話
で
、
釈
教
に
分
類
可
能
な
話
を
加
え
て
み
る
と
、

円
仁（
五
）、
延
暦
寺
と
園
城
寺
の
天
台
座
主
を
め
ぐ
る
争
い（
八
）、
興
福
寺
と
僧
兵
及
び
春
日
権
現
の
霊
験（
十
八
）、
興
福
寺
僧

の
春
日
・
八
幡
の
託
宣
に
よ
る
往
生（
二
三
）、
重
源
の
大
仏
建
立
と
伊
勢
神
の
助
力（
二
六
）、
と
な
る
。
最
澄
以
後
の
天
台
と
平

安
・
鎌
倉
初
期
の
南
都
の
動
向
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二
、
巻
二
の
意
義

前
章
で
の
概
括
的
な
考
察
を
踏
ま
え
、
本
章
で
巻
二
の
更
な
る
特
質
を
考
え
た
い
。
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（
一
）
上
古
・
中
比
の
話

巻
二
の
概
要
を
上
古
・
中
比
・
近
代
の
時
期
区
分
に
従
っ
て
分
類
・
紹
介
し
た
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
特
質
を
最
初
に
確
認
し
た

い
。
上
古
・
中
比
の
「
昔
」
の
話
が
二
〇
話
、「
今
」
の
話
が
十
七
話
と
ほ
ぼ
半
々
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
上
古
・

中
比
の
話
全
て
で
は
な
い
が
、
一
つ
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
語
ら
れ
た
霊
験（
霊
験
の
象
徴
・
証
拠
）が
選
者
の
時
代（
す

な
わ
ち
「
今
」）に
至
る
ま
で
継
続
・
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
言
辞
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
確
に
確
認
で
き
る
も
の

を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
四
：
聖
徳
太
子
の
仏
法
興
隆
が
あ
り
、「
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
仏
法
弘
通
し
て
效
験
た
ゆ
る
こ
と
な
し
」。

三
五
：
聖
徳
太
子
の
物
部
守
屋
討
滅
に
よ
り
「
こ
れ
よ
り
仏
法
の
あ
た
な
が
く
断
て
、
化
度
利
生
の
道
ひ
ろ
ま
れ
り
」。

三
七
：
行
基
が
霊
験
を
被
っ
た
薬
師
を
安
置
す
る
昆
陽
寺
を
建
立
す
る
が
、「
い
ま
の
昆
陽
寺
は
建
給
へ
る
な
り
」。

三
八
：「（
嵯
峨
天
皇
宸
筆
の
）其
時
の
御
経
、（
空
海
に
よ
る
）彼
御
記
、
嵯
峨
大
覚
寺
に
い
ま
だ
有
と
な
ん
」。

三
九
：
最
澄
が
八
幡
か
ら
与
え
ら
れ
た
紫
の
袈
裟
や
紫
衣
は
「
い
ま
に
叡
山
根
本
中
堂
の
経
蔵
に
あ
り
」。

四
一
：
聖
宝
が
東
大
寺
東
坊
の
鬼
神
を
退
散
し
た
後
、「
そ
の
後
一
門
の
僧
、
相
継
て
居
住
し
て
修
学
今
に
た
え
ず
と
な
ん
」。

四
六
：
浄
蔵
が
前
世
の
自
分
の
屍
を
火
葬
し
て
立
て
た
卒
塔
婆
は
「
件
そ
と
ば
、
い
ま
に
彼
谷
に
あ
り
と
な
ん
。
こ
こ
に
浄
蔵
は
、

多
生
の
行
人
な
り
と
云
事
を
し
り
ぬ
」。

五
〇
：
往
生
人
で
あ
る
性
信
法
親
王
を
火
葬
し
た
際
、
身
に
つ
け
て
い
た
帯
が
焼
け
な
か
っ
た
→
そ
の
帯
は
『
著
』
成
立
の
時
代

ま
で
残
っ
て
い
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

五
四
：
勝
林
院
開
基
の
際
に
現
れ
た
毘
沙
門
天
が
図
絵
さ
れ
、
そ
の
図
は
「
い
ま
に
勝
林
院
に
安
置
せ
ら
れ
た
る
な
り
」。

以
上
で
あ
る
。
三
四
・
三
五
話
に
は
「
今
」
と
い
う
表
現
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
聖
徳
太
子
に
よ
り
開
か
れ
た
仏
法
の
効
験
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な
ど
は
「
今
」
に
至
る
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
ま
た
、
選
者
の
時
代
ま
で
霊
験
が
継
続
し
て

い
る
と
い
う
評
語
は
、
一
定
の
裏
付
け
に
基
づ
い
て
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
・
三
の
事
例
を
考
え
て
み
た
い
。

三
五
話
は
聖
徳
太
子
に
よ
る
四
天
王
寺
建
立
譚
が
中
心
を
占
め
て
い
る
。
四
天
王
寺
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
寺
の
西
大
門
が

極
楽
の
東
門
に
当
た
る
と
い
う
信
仰
が
平
安
後
期
以
降
盛
ん
に
な
り
、
広
く
貴
賤
の
参
詣
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
浄
土
信
仰
の

霊
場
の
一
つ
と
し
て
選
者
の
時
期
に
は
人
々
の
参
詣
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
数
多
い
太
子
伝
説
の
中
で
四
天
王
寺
建
立
譚
が

選
ば
れ
た
の
は
、
太
子
の
祈
願
に
よ
り
合
戦
に
勝
利
し
得
た
と
い
う
四
天
王
の
霊
験
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
四
天
王
寺
に

対
す
る
信
仰
が
選
者
の
時
代
に
も
継
続
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

三
七
話
で
数
多
い
行
基
伝
説
の
中
で
昆
陽
寺
建
立
譚
が
語
ら
れ
た
の
も
、
同
様
の
理
由
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
薬
師
の
霊
験

が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
今
一
つ
は
昆
陽
寺
の
存
在
で
あ
る
。
昆
陽
寺
は
行
基
設
置
の
布
施
屋
を
含
む
昆
陽
施
院
の
後
身

で
、
そ
の
機
能
を
引
き
継
い
だ
寺
と
さ
れ
て
い
る
。
沿
革
は
不
明
な
所
が
多
い
が
、『
今
昔
物
語
集
』
に
「
小
屋
寺
」
と
し
て
登
場

す
る（
巻
二
十
九
の
十
七
）。
そ
の
話
か
ら
、
寺
の
構
成
員
と
し
て
少
な
く
と
も
住
持
・
複
数
の
住
僧
・
鐘
撞
き
法
師
な
ど
が
確
認
さ

れ
、
盗
人
か
ら
狙
わ
れ
る
ほ
ど
の
立
派
な
鐘
を
有
し
、
僧
房
と
鐘
堂
と
は
互
い
に
人
の
気
配
が
感
ぜ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
距
離
を
有
す

る
ほ
ど
の
寺
域
を
有
し
て
い
た
、
な
ど
の
事
が
知
ら
れ
る
。
平
安
の
あ
る
時
期
に
は
昆
陽
寺
は
一
定
の
規
模
を
有
し
た
寺
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
鎌
倉
初
期
に
は
重
源
に
よ
る
修
造
も
な
さ
れ
て
い
る
。『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』
に
は
「
摂
津
国
小
矢
寺

修
造
之
奉
結
縁
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
修
造
事
業
に
重
源
が
「
結
縁
」
し
た
わ
け
で
あ
る
。
重
源
が
率
先
し
た
修
造
で
は
な

か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
意
義
は
小
さ
く
な
く
、
重
源
の
行
基
信
仰
が
発
露
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、昆
陽
寺
は
選
者
の
時
代
に
お
い
て
も
行
基
信
仰
に
支
え
ら
れ
た
寺
と
し
て
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
当
麻
曼
陀
羅
製
作
譚
で
あ
る
三
六
話
で
は
、
出
来
上
が
っ
た
曼
陀
羅
に
つ
い
て
、
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其
曼
陀
羅
の
様
、
丹
青
色
を
交
て
金
玉
光
を
あ
ら
そ
ふ
。
南
の
縁
は
一
経
教
起
の
序
分
、
北
の
縁
は
三
昧
正
受
の
旨
帰
、
下
方

は
上
中
下
品
来
迎
の
儀
、
中
台
は
四
十
八
願
荘
厳
の
地
也
。

と
、
そ
の
模
様
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
選
者
に
よ
る
何
ら
か
の
観
察
に
基
づ
い
た
記
述
と
す
る
な
ら
、
霊
験
あ
る
曼
陀
羅

は
「
現
に
」
当
麻
寺
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え
た
表
現
と
い
え
る
。

鎌
倉
期
の
当
麻
寺
に
つ
い
て
、
福
山
敏
男
氏
（
16
）
・
毛
利
久
氏
（
17
）
ら
に
よ
る
と
、
建
保
五
年（
一
二
一
七
）に
建
保
曼
陀
羅
と
呼

ば
れ
る
新
曼
陀
羅
が
完
成
し
、
証
空
ら
の
浄
土
宗
僧
ら
に
よ
る
曼
陀
羅
の
普
及
活
動
な
ど
に
よ
り
十
三
世
紀
前
半
に
は
当
麻
曼
荼
羅

信
仰
が
急
速
に
盛
ん
に
な
っ
た
様
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
を
『
著
』
の
選
者
が
踏
ま
え
て
い
た
な
ら
、
実
際
の

曼
陀
羅
観
察
も
あ
り
得
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
点
で
、
三
六
話
も
霊
験
が
選
者
の
時
代
ま
で
に
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
事
例

の
一
つ
に
加
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
四
六
話
に
見
え
る
卒
塔
婆
は
、
浄
蔵
が
夢
告
に
よ
り
知
っ
た
自
分
の
昔
の
骨
を
供
養
し
て
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

選
者
の
時
代
ま
で
存
続
し
て
い
る
こ
と
は
霊
験
性
継
続
の
目
安
と
も
し
得
る
が
、
む
し
ろ
浄
蔵
は
「
多
生
の
人
」
で
あ
る
と
す
る
表

記
の
方
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、浄
蔵
の
よ
う
な
霊
験
を
示
す
人
物
は
何
度
で
も
生
ま
れ
変
わ
っ
て
そ
の
時
々
に
霊
験
を
示
す
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
浄
蔵
と
い
う
個
性
が
生
ま
れ
変
わ
る
度
に
継
承
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
浄
蔵
の
よ

う
な
霊
験
を
示
す
人
物
が
選
者
の
時
代
に
お
い
て
も
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
霊
験
の
継
続
性
と
い
う
点
で
は
そ
ち

ら
の
方
が
期
待
が
も
て
る
の
で
あ
る
。

近
代
の
話
に
は
こ
う
し
た
表
現
は
な
く
な
る
。
五
八
話
の
永
万
元
年（
一
一
六
五
）の
こ
と
と
し
て
語
ら
れ
る
近
代
の
話
に
お
い
て

は
、
蓮
華
王
院
の
後
戸
の
辺
り
に
夢
想
に
よ
り
得
た
尽
き
る
こ
と
の
な
い
功
徳
水
は
、「
当
時
其
水
見
え
ず
。
い
つ
比
よ
り
う
せ
に

け
る
か
お
ぼ
つ
か
な
し
」
と
さ
れ
て
い
る
。
選
者
の
時
代
と
そ
う
遠
く
な
い
時
期
の
霊
験
は
、
継
続
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
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い
る
。
近
代
に
は
霊
験
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
末
代
故
か
そ
の
持
続
は
困
難
で
、
上
古
・
中
比
の
昔
は
現
在
か
ら
遠
い
時
代
で

は
あ
る
が
、
末
代
で
は
な
い
た
め
か
そ
の
霊
験
性
は
強
力
で
持
続
性
が
あ
り
、
前
述
の
よ
う
な
表
記
が
付
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
に
は
正
法
・
像
法
・
末
法
と
下
る
に
し
た
が
い
仏
法
は
衰
退
し
て
い
く
、
と
い
っ
た
末
法
史
観
が
か
い
ま
見
ら
れ
る
。
も
っ
と

も
、
近
代
は
同
時
代
で
も
あ
る
が
ゆ
へ
に
持
続
性
は
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
ず
、
霊
験
性
の
存
在
の
事
例
を
示
し
得
れ
ば
よ
か
っ
た
と

成
季
は
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）
霊
験
性
の
強
調

前
節
で
指
摘
し
た
霊
験
性
を
示
す
表
現
は
多
様
で
あ
る
の
だ
が
、
直
接
示
さ
れ
て
い
る
表
現
な
ど
を
拾
う
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

三
四（
效
験
）、
三
五（
日
羅
が
太
子
を
観
音
と
し
て
礼
拝
し
た
こ
と
な
ど
、
化
度
衆
生
）、
三
六（
瑞
相
、
未
曾
有
、
不
思
議
）、
三

七（
行
基
が
慈
悲
を
か
け
た
病
者
は
薬
師
の
化
身
）、
三
八（
效
験
）、
三
九（
最
澄
が
特
別
な
人
で
あ
る
こ
と
を
、「
昔
よ
り
い
ま
だ
か

か
る
事
見
き
か
ず
」
と
禰
宜
・
祝
ら
を
し
て
言
わ
し
め
る
）、
四
一（
鬼
神
を
退
散
さ
せ
た
聖
宝
の
法
力
）、
四
三（
人
あ
や
し
み
と
し

け
り
）、
四
四（
霊
験
）、
四
五（
貞
崇
が
天
神
と
問
答
し
た
こ
と
）、
四
六（
浄
蔵
は
や
ん
ご
と
な
き
行
者
、
多
生
の
行
人
）、
四
七（
空

也
の
化
度
衆
生
）、
四
八（
千
観
は
往
生
人
）、
四
九（
法
験
）、
五
〇（
有
験
、
霊
験
、
不
思
議
）、
五
一（
往
生
人
、
仏
）、
五
二（
霊
験
、

奇
異
、
あ
や
し
む
）、
五
三（
不
思
議
、
未
曾
有
）、
五
四（
紫
雲
、
少
将
の
聖
は
即
身
成
仏
の
人
）、
五
五（
定
信
は
仏
と
同
等
）、
五

六（
た
う
と
み
め
で
た
が
る
、
尊
恵
は
往
生
人
、
平
清
盛
は
良
源
の
化
身
）、
五
七（
西
行
は
大
峰
二
度
の
行
者
）、
五
八（
不
思
議
）、

五
九（
希
代
の
事
）、
六
〇（
美
談
）、
六
一（
遁
世
を
貫
い
た
貞
慶
）、
六
二（
不
思
議
、
頼
朝
は
「
た
だ
人
」
で
は
な
い
）、
六
三（
法

然
は
「
直た
だ

人び
と

」
で
は
な
い
）、
六
四（
明
恵
は
「
例た
だ

人び
と

」
で
は
な
い
、
不
思
議
）、
六
五（
た
ふ
と
か
り
し
事
）、
六
六（
範
と
す
べ
き
答

え
）、
六
七（
不
思
議
）、
六
八（
不
思
議
）、
六
九（
結
縁
経
再
興
）、
七
〇（
不
可
思
議
）、
七
一（
勢
至
菩
薩
の
霊
験
）、
七
二（
性
空
の
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法
華
経
書
写
の
功
徳
）。

以
上
の
よ
う
に
多
様
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
多
様
な
表
現
が
使
用
さ
れ
て
は
い
る
が
、
一
つ
の
特
色
と
し
て
「
不
思
議（
不

可
思
議
）」と
い
う
語
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。『
著
』で
使
用
さ
れ
て
い
る「
不
思
議
」に
つ
い
て
は
平
本
留
理
氏
の
考
察
が
あ
る（
18
）。

氏
に
よ
る
と
、
中
世
に
お
い
て
「
不
思
議
」
は
「
予
想
外
で
あ
っ
た
現
象
」
と
「
人
知
の
及
ば
な
い
神
秘
的
な
現
象
」
の
二
つ
の
意

味
が
あ
り
、『
著
』
の
神
祇
・
釈
教
編
に
お
い
て
は
後
者
の
世
界
が
語
ら
れ
て
お
り
、
怪
異
・
変
化
篇
と
並
び
「
不
思
議
」
話
の
宝

庫
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
不
思
議
」
は
「
事
実
と
し
て
強
調
」「
教
訓
性
を
強
め
る
」
と
い
う
二
つ
の
機
能
が
あ
り
、
仏
教
関
係
で
は

後
者
の
機
能
を
有
す
る
話
を
利
用
し
て
人
々
を
善
の
道
に
導
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
不
思
議
」
と
同
類
の
語
と

し
て
「
あ
や
し
、
め
づ
ら
し
、
あ
り
が
た
し
、
希
有
、
不
審
、
希
代
、
奇
怪
、
奇
瑞
、
怪
異
、
奇
異
、
未
曾
有
、
稀
」
な
ど
が
相
当

す
る
、
と
さ
れ
る
。

「
不
思
議
」
は
宗
教
関
係
の
話
に
限
定
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
で
は
な
い
が
、
霊
験
性
を
表
す
語
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な

い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

二
つ
目
の
特
色
と
し
て
、
霊
験
を
示
し
た
人
の
多
く
は
常
人
と
は
異
な
る
能
力
な
ど
を
持
っ
た
特
別
な
人
、
す
な
わ
ち
神
仏
の
化

身
・
権
者
、
あ
る
い
は
神
仏
と
同
等
者
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
神
仏
あ
る
い
は
そ
の
化
身
に
よ
り
霊
験
を
得

た
人
も
、
神
仏
に
よ
り
選
ば
れ
た
特
別
な
人
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
し
た
人
々
が
巻
二
の
説
話
の
主
人
公
な
の
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
叙
述
と
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
直
接
的
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
話
を
改
め
て
確
認
す
る
な
ら
次
の
通
り
で
あ
る
。

聖
徳
太
子
は
観
音
の
化
身（
太
子
は
三
四
・
三
五
・
三
六
に
登
場
）（
19
）、
横
佩
大
臣
の
娘
は
阿
弥
陀
・
観
音
の
化
身
を
得
見（
三

六
）、
行
基
は
薬
師
の
得
見
に
あ
ず
か
れ
た
人（
三
七
）、
最
澄
は
八
幡
神
の
霊
験
を
受
け
た
人（
三
九
）、
聖
宝
は
鬼
神
を
退
散
さ
せ

る
法
力
を
有
し
た
僧（
四
一
）、
浄
蔵
は
「
や
ん
ご
と
な
き
行
者
」「
多
生
の
行
人
」（
四
六
）、
永
観
は
仏
で
あ
る
と
い
う
夢
を
弟
子
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が
見
る（
五
一
）、
良
忍
は
毘
沙
門
天
を
得
見（
五
三
）、
少
将
の
聖
は
即
身
成
仏
の
人（
五
四
）、
定
信
は
仏
と
同
等（
五
五
）、
源
頼
朝

は
「
た
だ
人
」
で
は
な
い（
六
二
）、法
然
は
「
直
人（
た
だ
び
と
）」
で
は
な
く
阿
弥
陀
の
化
身
あ
る
い
は
勢
至
菩
薩
の
垂
迹（
六
三
）、

明
恵
は
権
者（
六
四
）、
な
ど
で
あ
る
。

五
六
話
で
は
、
地
獄
に
一
度
堕
ち
た
尊
恵
が
閻
魔
王
か
ら
平
清
盛
は
良
源
の
化
身
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
良
源
は
天
台
仏
法

の
擁
護
者
で
あ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
る
。
五
九
話
で
は
清
盛
が
福
原
で
持
経
者
千
僧
に
法
華
経
を
転
読
さ
せ
て
い
る
。
尊
恵
の
地
獄

堕
ち
は
承
安
二
年（
一
一
七
二
）七
月
一
八
日
、
清
盛
の
そ
れ
は
同
年
三
月
一
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
閻
魔
王
は
清
盛
の
法
華
経
転
読

の
行
為
は
天
台
仏
法
の
擁
護
に
通
ず
る
も
の
と
評
価
し
て
、
清
盛
は
良
源
の
化
身
で
あ
る
と
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
良
源
は
往
生
人

で
あ
り（『
後
拾
遺
往
生
伝
』
巻
中
の
一
）、
観
音（『
愚
管
抄
』
巻
三
）及
び
龍
王（『
古
事
談
』
巻
三
の
二
二
）の
化
身
と
さ
れ
、
中
世

に
お
い
て
一
定
の
神
格
化
が
な
さ
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
そ
う
し
た
認
識
を
前
提
と
し
て
清
盛
は
良
源
の
化
身
で
あ
る
こ
と
が
語

ら
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
清
盛
も
仏
菩
薩
相
当
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
往
生
人
＝
仏
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

往
生
伝
と
も
い
え
る
三
六
・
四
八
・
五
〇
・
五
三
・
五
六
話
も
加
え
得
よ
う
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
巻
二
の
約
半
数
の
話
の
主
人
公
が
神
仏
の
権
者
、
往
生
人
等
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

三
、
仏
教
史
の
構
想

以
上
で
巻
二
の
概
要
や
そ
の
特
質
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
中
世
の
知
識
人
が
持
つ
べ
き
仏
教
あ
る
い
は
仏
教
史
の
知
識
、
と
い

う
視
点
か
ら
巻
二
の
意
義
を
考
え
て
み
た
い
。
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（
一
）
他
の
説
話
集
類
の
仏
教
史
の
構
想

『
著
』
の
仏
教
史
の
構
想
の
特
質
を
探
る
た
め
の
参
考
と
し
て
、
他
の
仏
教
史
書
の
構
想
を
見
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
『
著
』
か

ら
七
〇
年
ほ
ど
後
の
時
期
に
な
る
が
、
一
つ
の
完
成
さ
れ
た
仏
教
史
書
で
あ
る
『
元
亨
釈
書
』（
以
下
『
釈
書
』）で
あ
る
。『
釈
書
』

に
つ
い
て
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
全
三
〇
巻
か
ら
成
り
、
僧
俗
伝
記（
巻
一
〜
一
九
）
・
資
治
表（
巻
二
〇
〜

二
六
、
編
年
仏
教
史
）
・
志（
巻
二
七
〜
三
〇
、
仏
教
史
の
部
門
別
諸
問
題
）の
三
部
に
分
か
れ
る
。
全
体
の
三
分
の
二
弱
を
占
め
る

四
三
五
名
の
僧
俗
伝
が
量
的
に
も
中
核
を
な
し
て
い
る
の
で
そ
こ
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
あ
る
が
、
編
年
史
と
部
門
史
が
加
わ
る

こ
と
に
よ
り
総
合
的
仏
教
史
の
体
裁
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
編
年
史
は
欽
明
天
皇
か
ら
承
久
の
乱
の
仲
恭
天
皇
ま
で
、
部
門

史
は
学
修
・
度
受（
戒
律
な
ど
）・
諸
宗（
諸
宗
派
）・
会
儀（
各
種
法
会
）・
封
職（
僧
職
な
ど
）・
寺
像（
諸
寺
院
史
）・
音
芸（
仏
教
音

楽
）・
拾
遺（
僧
俗
伝
補
遺
）・
黜
争（
教
団
の
抗
争
）・
序
説（『
釈
書
』
の
組
織
体
裁
な
ど
）な
ど
、
仏
教
史
の
諸
問
題
が
十
部
門
に
分

け
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、『
釈
書
』に
先
行
す
る
説
話
集
類
を
仏
教
史
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と『
釈
書
』ほ
ど
の
総
合
性
は
見
ら
れ
な
い
。

『
釈
書
』
と
肩
を
並
べ
る
内
容
を
持
つ
の
は
『
今
昔
物
語
集
』
位
な
も
の
で
あ
ろ
う
。『
今
昔
』
に
お
い
て
は
三
国
仏
法
伝
来
史
が
構

想
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
・
中
国
を
除
く
本
朝
仏
法
部
を
見
る
な
ら
、
そ
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宗
派
の
伝
来
、
高
僧
伝
、

寺
院
建
立
譚
、
造
塔
霊
験
譚
、
法
会
、
経
典
の
功
徳
・
霊
験
、
往
生
譚
、
仏
菩
薩
の
霊
験
、
出
家
の
機
縁
・
報
恩
・
天
狗
・
動
物
譚
、

な
ど
と
多
彩
で
あ
る
。『
釈
書
』
と
は
別
な
意
味
で
総
合
的
な
日
本
仏
教
史
が
描
か
れ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
他
の
書
籍
を
見
る
な
ら
、
凝
然
の
『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』『
八
宗
綱
要
』
は
総
合
的
で
は
あ
る
が
宗
派
史
、
住
信
の
『
私

聚
百
因
縁
集
』
は
三
国
浄
土
教
史
と
い
え
る
。『
今
昔
』
の
巻
十
一
が
宗
派
伝
来
史
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
皇
円
の
『
扶
桑
略
記
』

は
仏
教
関
係
の
記
事
が
多
い
と
い
う
点
で
、
編
年
的
仏
教
史
と
い
っ
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
僧
伝
史
の
先
駆
は
『
日
本
往
生
極
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楽
記
』
を
皮
切
り
に
作
成
さ
れ
た
往
生
伝
で
あ
ろ
う
。
往
生
伝
は
、
往
生
と
い
う
限
定
さ
れ
た
視
点
な
が
ら
も
、
僧
俗
の
伝
記
を
記

し
て
い
る
と
い
う
点
で
は
僧
俗
伝
史
の
ス
タ
イ
ル
の
仏
教
史
と
も
い
え
る
。『
今
昔
』
の
巻
十
五
が
往
生
伝
の
体
裁
が
と
ら
れ
、『
発

心
集
』『
撰
集
抄
』『
閑
居
友
』
で
は
多
彩
な
人
々
の
発
心
・
出
家
・
遁
世
・
往
生
の
様
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
点
で
は
そ
れ

ら
も
往
生
伝
の
系
列
に
属
す
る
説
話
集
と
い
え
よ
う
。

仏
教
史
と
い
う
点
で
や
や
特
異
な
の
は
『
三
宝
絵
』
で
あ
る
。
同
書
は
全
三
巻
の
う
ち
上
巻
は
釈
迦
の
本
生
譚
で
、
日
本
に
関
す

る
の
は
中
下
巻
で
あ
る
。
中
巻
は
聖
徳
太
子
か
ら
始
ま
る
僧
俗
に
よ
り
営
ま
れ
た
日
本
仏
教
、
下
巻
は
各
月
毎
に
行
わ
れ
る
法
会
の

概
要
が
語
ら
れ
る
。
本
書
は
尊
子
内
親
王
の
た
め
の
仏
教
入
門
書
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
仏
教
の
起
源
と
日
本
に
お
け

る
展
開
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
法
会
の
知
識
は
当
時
の
貴
族
に
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
注
目
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、

釈
迦
の
本
生
譚
、
各
寺
院
の
法
会
譚
は
『
今
昔
』
に
継
承
さ
れ
て
は
い
る
。

我
が
国
最
初
の
仏
教
説
話
集
で
あ
る
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
は
、
時
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
整
理
し
た
も
の
に
よ

る
と
（
20
）、
仏
法
伝
来
以
前
の
こ
と
で
あ
る
仁
徳
天
皇
期
の
話
が
最
も
古
く
、
最
も
新
し
い
話
が
嵯
峨
天
皇
の
時
代
で
あ
る
。
聖
徳

太
子
・
行
基
・
聖
武
天
皇
な
ど
の
仏
教
に
果
た
し
た
役
割
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
る
点
で
後
に
定
式
化
す
る
仏
教
史
叙
述
が
な
さ
れ
て

い
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
心
は
因
果
応
報
譚
で
あ
り
、
仏
教
史
書
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
、
主
た
る
仏
教
説
話
集
類
に
お
い
て
は
、『
今
昔
』
を
除
き
宗
派
、
僧
俗
伝
、
法
会
の
解
説
な
ど
の
い
ず
れ
か
に
力
点
が
置

か
れ
て
お
り
、『
釈
書
』
ほ
ど
の
総
合
性
を
持
つ
書
は
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

次
に
仏
教
説
話
集
で
は
な
い
が
、
仏
教
の
部
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
説
話
集
を
み
て
み
よ
う
。『
江
談
抄
』
は
仏
教
の
部
立
て
が

成
さ
れ
た
最
初
の
説
話
集
と
も
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
は
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、巻
一
の
「
公
の
事
」「
摂
関
家
の
事
」

に
続
く
三
番
目
に
「
仏
神
の
事
」
と
し
て
十
五
話
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
神
関
係
三
話
、
残
り
十
二
話
が
仏
教
関
係
と
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な
る
。
そ
こ
で
は
長
谷
寺
・
興
福
寺
・
藤
原
氏
の
氏
寺
な
ど
の
寺
院
関
係
、
聖
徳
太
子
・
空
海
・
増
賀
・
教
円
・
玄
賓
な
ど
の
僧
俗

の
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
寺
院
史
と
僧
俗
伝
に
よ
る
構
成
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
興
福
寺
・
藤
原
氏
の
氏
寺
及
び
空
海
の
弟
子

に
関
す
る
話
で
は
、
安
置
仏
や
関
係
寺
院
な
ど
の
事
項
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
押
し
な
べ
て
話
と
し
て
の
展
開
に
乏
し

く
、
仏
教
史
と
い
う
よ
り
は
当
時
の
貴
族
が
踏
ま
え
て
お
く
べ
き
知
識
の
一
端
が
語
ら
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

『
古
事
談
』『
続
古
事
談
』
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
「
神
社
仏
寺
」
の
部
が
立
て
ら
れ
、
仏
教
史
の
展
開
に
沿
う
形
で
寺
院
の
持
つ
役
割

が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
注（
1
）の
拙
稿
を
参
照
願
い
た
い
が
、
要
は
寺
院
史
と
い
う
形
で
の
仏
教
史
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
に
止
め
た
い
。

最
後
に
、
仏
教
に
関
す
る
知
識
を
端
的
な
形
で
集
成
し
た
も
の
と
し
て
故
実
書
類
を
見
て
お
き
た
い
。
鎌
倉
中
期
頃
の
成
立
と
さ

れ
る
『
拾
芥
抄
』
を
例
に
取
る
な
ら
、
そ
の
巻
下
「
本
」
第
九
か
ら
第
十
五
に
わ
た
り
諸
寺
・
諸
仏
・
諸
宗（
宗
祖
・
法
会
な
ど
）、

諸
僧（
僧
侶
の
種
類
、
僧
職
な
ど
）、
斎
日（
六
・
十
斎
日
な
ど
）、
戒
法
・
三
宝（
経
典
、
仏
教
の
世
界
観
な
ど
）、
の
七
項
目
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。『
三
宝
絵
』
の
下
巻
の
項
目
を
増
や
し
細
か
く
述
べ
た
も
の
と
も
い
え
、『
釈
書
』
の
志
部
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
内
容

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
時
の
知
識
人
に
と
っ
て
仏
教
を
知
る
た
め
の
基
本
的
知
識
・
枠
組
み
が
何
で
あ
っ
た
の
か
が
知
ら
れ

よ
う
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
七
項
目
全
体
が
「
仏
教
」
あ
る
い
は
「
仏
法
」
と
い
う
枠
で
括
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ

と
で
あ
る
。
各
項
目
が
独
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
一
口
に
仏
教
と
は
い
っ
て
も
そ
の
切
り
口
は
論
者
に
よ
り
異
な
り
、

必
ず
し
も
共
通
項
は
な
か
っ
た
、と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。仏
教
史
を
構
成
す
る
基
本
要
素
は
寺
院
・
僧
侶
・
法
会
・
宗
派
・
教
義
・

経
典
類
な
ど
で
あ
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
力
点
の
置
き
方
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
の
は
、
仏
教
の
本
質
を
ど
う
見
る
の
か
の
違
い
に
起

因
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
逆
に
い
え
ば
、『
釈
書
』
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
「
仏
教
史
書
」
は
各
選
者
の
仏
教
観（
仏
法
観
）に
基
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づ
い
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
仏
教
史
と
は
何
か
と
い
う
問
へ
の
模
索
の
過
程
で
あ
っ
た
、
と
も
い
え
よ
う
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
改
め
て
『
著
』
に
お
け
る
仏
教
史
の
構
想
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
二
）
仏
教
史
の
構
想

第
二
章
ま
で
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
巻
二
は
神
仏
の
権
者
あ
る
い
は
往
生
人
等
の
言
う
な
ら
ば
特
別
な
人
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
霊

験
に
関
す
る
話
で
占
め
ら
れ
て
い
た
巻
で
あ
っ
た
。
仏
教
史
の
視
点
か
ら
す
る
な
ら
、
僧
俗
伝
史
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
仏
教

史
を
構
成
す
る
宗
派
・
教
義
・
経
典
・
寺
院
・
法
会
な
ど
の
要
素
は
ほ
と
ん
ど
自
立
し
た
も
の
と
し
て
の
関
心
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
う
し
た
要
素
を
含
ん
だ
話
は
他
の
巻
に
若
干
散
在
し
て
い
る
が
（
21
）、
そ
れ
ら
は
霊
験
性
を
伴
う
話
で
は
な
く
主
題
が
仏
教

で
は
な
い
た
め
か
、
巻
二
に
は
分
類
さ
れ
な
か
っ
た
。
巻
二
は
仏
教
伝
来
か
ら
選
者
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を
、
霊
験
を
示
し

た（
あ
る
い
は
体
験
し
た
）人
々
の
伝
記
を
連
ね
る
こ
と
で
描
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、そ
れ
が『
著
』が
描
い
た
仏
教
史
で
あ
っ
た
。

加
え
て
、
全
て
の
説
話
に
対
し
て
で
は
な
い
が
、『
著
』
所
収
の
多
く
の
説
話
に
は
出
来
事
の
時
期
を
明
確
に
す
る
た
め
の
年
月

日
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。『
著
』
に
先
行
す
る
『
古
事
談
』
も
同
様
の
傾
向
を
も
つ
が
（
22
）、
説
話
が
事
実
で
あ

る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
は
必
要
な
措
置
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
巻
二
に
関
し
て
は
、
年
月
日
を
記
す
と
い
う
こ
と
は
、
取

り
も
直
さ
ず
起
こ
っ
た
霊
験
は
事
実
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
説
話
は
時
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

記
載
さ
れ
て
い
る
年
月
日
を
つ
な
げ
れ
ば
『
著
』
が
描
く
日
本
仏
教
年
表
が
出
来
上
が
る
こ
と
に
も
な
る
。
年
月
日
を
入
れ
る
こ
と

で
年
代
記
の
体
裁
が
保
た
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、『
著
』
の
巻
二
は
一
応
の
日
本
仏
教
史
が
語
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

伝
記
を
つ
な
げ
る
と
い
う
『
著
』
の
構
成
は
、『
釈
書
』
の
僧
俗
伝
と
類
似
性
を
持
つ
。『
釈
書
』
の
構
想
を
分
析
し
た
大
隅
和
雄

氏
に
よ
る
と
、
四
三
五
人
の
伝
を
収
め
る
僧
伝
で
は
信
仰
の
世
界
で
驚
く
べ
き
効
験
を
あ
ら
わ
し
た
僧
が
多
い
こ
と
、
そ
れ
ら
の
僧
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は
「
感
進
」
の
部
に
収
め
ら
れ
て
お
り
量
的
に
は
全
体
の
四
分
の
一
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
、
他
の
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
同
様
の

性
格
を
持
つ
僧
を
合
わ
せ
る
と
伝
の
過
半
数
に
な
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
指
摘
を
も
と
に
、『
釈
書
』
の
本

体
と
言
え
る
伝
部
の
半
数
が
神
異
・
感
通
の
記
述
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
と
も
さ
れ
る（
23
）。

し
た
が
っ
て
、『
著
』が
僧
俗
霊
験
譚
史
と
い
う
体
裁
で
日
本
仏
教
史
を
描
こ
う
と
し
た
の
は
決
し
て
特
異
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
著
』
の
巻
二
は
『
釈
書
』
の
僧
俗
伝
史
の
先
駆
的
な
も
の
と
も
い
え
よ
う
。『
著
』
の
僧
伝
が
単
線
的
に
時

代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
釈
書
』
の
そ
れ
は
複
線
的
で
あ
る
の
が
違
い
と
い
え
よ
う
。『
釈
書
』
が
複
線
的
に
な
っ
た

の
は
収
め
る
僧
伝
数
の
多
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
四
〇
〇
人
を
越
え
る
僧
侶
を
単
線
的
に
並
べ
る
事
自
体
無
理
な
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
。

さ
て
、
仏
教
史
を
こ
う
し
た
僧
俗
の
霊
験
譚
を
集
成
す
る
こ
と
に
よ
り
描
く
、
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。『
著
』
を
百
科
事
典
・
百
科
全
書
と
し
て
理
解
す
る
な
ら
、
巻
二
は
宗
派
・
教
義
・
経
典
・
寺
院
・
法
会
な
ど
の

こ
と
が
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、網
羅
的
と
は
言
え
な
い
と
い
う
点
で
仏
教
に
関
し
て
は
極
め
て
限
ら
れ
た
知
識
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
評
価
は
間
違
い
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
現
代
的
視
点
か
ら
の
も
の
と
も
い
え
る
の
で
、
必

ず
し
も
適
当
な
評
価
と
は
言
え
ま
い
。
中
世
的
な
百
科
事
典
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
と
い
う
視
点
が
必
要
で
あ
ろ
う
。『
著
』

の
選
者
成
季
は
当
時
の
貴
族
が
目
指
す
べ
き
仏
教
信
仰
の
あ
り
か
た
を
示
す
た
め
に
、
こ
う
し
た
霊
験
譚
を
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

発
心
・
遁
世
・
往
生
は
、
中
世
に
お
い
て
は
信
仰
の
証
し
と
し
て
目
指
す
べ
き
一
つ
の
理
想
と
さ
れ
て
い
た
。
発
心
・
遁
世
・
往

生
と
い
う
信
仰
の
世
界
へ
人
々
を
導
く
た
め
の
教
化
手
段
と
し
て
、
霊
験
譚
は
効
果
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
成
季
は
僧
侶
で
は

な
い
か
ら
、
教
化
の
視
点
で
霊
験
譚
を
集
め
た
訳
で
は
な
い
。『
著
』
の
霊
験
譚
は
、
知
っ
て
お
く
べ
き
事
例
集
と
い
う
意
味
合
い

が
強
か
っ
た
と
も
い
え
る
。
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そ
う
し
た
点
で
は
仏
教
を
知
識
と
し
て
受
け
入
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
す
る
先
述
の
志
村
氏
の
指
摘
は
、う
な
づ
け
る
も
の
は
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
霊
験
譚
に
よ
り
仏
教
の
功
徳
・
利
益
の
絶
大
な
る
こ
と
を
示
す
と
い
う
体
裁
は
、
宗
教
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に

対
す
る
成
季
な
り
の
答
で
あ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
、
仏
教
を
単
に
学
問
的
の
み
で
は
捉
え
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
覚
書
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、『
著
』
の
巻
二
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
巻
二
の
み
の
分
析
で
『
著
』
全
体
の
特

質
を
云
々
す
る
こ
と
は
控
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
知
識
の
集
成
の
一
つ
が
霊
験
譚
の
集
積
と
い
う
形
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意

味
を
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
僧
伝
史
と
い
う
形
で
の
『
著
』
が
描
い
た
仏
教
史
で
も
あ
っ
た
。
宗
派
・
教

義
・
経
典
・
寺
院
・
法
会
な
ど
と
は
い
っ
て
も
、
仏
教
の
直
接
の
担
い
手
で
あ
る
僧
侶
に
触
れ
る
こ
と
な
し
に
は
仏
教
史
自
体
は
成

り
立
た
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
』
は
宗
派
の
伝
来
・
展
開
史
と
は
い
っ
て
も
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
法
脈
、
す
な
わ
ち
僧
侶
の

活
動
で
あ
っ
た
。『
釈
書
』
も
僧
伝
史
が
主
で
あ
っ
た
よ
う
に
そ
の
後
も
近
世
の
『
本
朝
高
僧
伝
』
に
至
る
ま
で
前
近
代
の
日
本
仏

教
史
は
僧
伝
史
と
し
て
描
か
れ
て
い
っ
た
、
と
も
い
え
る
。
そ
う
し
た
僧
伝
史
に
よ
る
仏
教
史
、
と
い
う
流
れ
に
『
著
』
の
巻
二
を

位
置
付
け
つ
つ
も
、
巻
一
「
神
祇
」
編
も
踏
ま
え
て
『
著
』
の
構
想
の
特
質
に
迫
る
作
業
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
お
い
し
お　

ち
ひ
ろ
・
北
海
学
園
大
学
大
学
院
教
授
）
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註
］

（
1
）
拙
稿
「『
古
事
談
』
の
組
織
構
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
二
四
、
二
〇
〇
九
年
十
月
）、
同
「『
続
古
事
談
』
の
寺
社

世
界
」（『
年
報
新
人
文
学
』
八
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
）。

（
2
）
中
島
悦
次
『
橘
成
季
︱
国
家
意
識
と
説
話
文
学
︱
』（
一
九
四
二
年
、
三
省
堂
）。

（
3
）
永
積
安
明
・
島
田
勇
校
注
『
古
今
著
聞
集
〈
日
本
古
典
文
学
大
系
八
十
四
〉』（
一
九
六
六
年
、
岩
波
書
店
）。

（
4
）
中
島
悦
次
校
注
『
古
今
著
聞
集
』
上
下（
角
川
文
庫
、
一
九
七
五
・
七
八
年
）。

（
5
）
西
尾
光
一
・
小
林
保
治
校
注
『
古
今
著
聞
集
〈
新
潮
日
本
古
典
集
成
〉』
上
下（
一
九
八
三
・
八
六
年
、
新
潮
社
）。

（
6
）
浅
見
和
彦
「
古
今
著
聞
集
」（
大
曾
根
章
介
他
編
『
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
』
第
三
巻
「
説
話
文
学
」
所
収
、
一
九
八
四
年
、
明

治
書
院
）。

（
7
）
永
積
注（
3
）の
書
「
解
説
」
十
四
頁
。

（
8
）
大
隅
和
雄
『
事
典
の
語
る
日
本
の
歴
史
』
三
「
古
今
著
聞
集
」（
一
九
八
八
年
、
そ
し
え
て
）。

（
9
）
中
島
悦
次
注（
2
）の
書
、
六
五
〜
一
〇
四
頁
。

（
10
）
永
積
注（
3
）の
書
「
解
説
」
十
二
頁
。

（
11
）
志
村
有
弘
『
中
世
説
話
文
学
研
究
序
説
』
第
四
章（
一
九
七
四
年
、
桜
楓
社
）。

（
12
）
桜
井
利
佳
「『
古
今
著
聞
集
』
巻
二
釈
教
篇
に
つ
い
て
の
一
考
察
︱
九
条
家
本
諸
寺
縁
起
集
の
同
文
説
話
と
の
関
連
性
︱
」（
東
洋

大
学
日
本
文
学
文
化
学
会
『
日
本
文
学
文
化
』
三
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）。

（
13
）
土
谷
恵
「
中
世
初
期
の
仁
和
寺
御
室
︱
『
古
今
著
聞
集
』
の
説
話
を
中
心
に
︱
」（『
日
本
歴
史
』
四
五
一
、一
九
八
五
年
十
二
月
）。

（
14
）
永
積
注（
3
）の
書
「
解
説
」
三
六
〜
三
七
頁
の
表
参
照
。

（
15
）
福
田
益
和
「
古
今
著
聞
集
研
究
序
説
」（『
長
崎
大
学
教
養
部
紀
要
』
人
文
科
学
一
六
巻
、
一
九
七
五
年
十
二
月
）。

（
16
）
福
山
敏
男
「
当
麻
寺
の
歴
史
」（
初
出
は
一
九
六
一
年
、
同
著
作
集
『
寺
院
建
築
の
研
究
』
上
所
収
、
一
九
八
二
年
、
中
央
公
論
美

術
出
版
）。

（
17
）
毛
利
久
「
当
麻
寺
の
歴
史
と
美
術
」（『
大
和
古
寺
大
観
』
第
二
巻
「
当
麻
寺
」
所
収
、
一
九
七
八
年
、
岩
波
書
店
）。

（
18
）
平
本
留
理
「『
古
今
著
聞
集
』
に
お
け
る
「
不
思
議
」」（『
国
語
の
研
究
』
二
七
、二
〇
〇
一
年
十
一
月
）。
な
お
、岡
田
百
合
子
「『
古
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今
著
聞
集
』
の
評
語
に
つ
い
て
」（『
共
立
レ
ビ
ュ
ー
』
二
十
一
、
一
九
九
三
年
二
月
）も
関
係
し
参
考
に
な
る
が
、
本
章
の
視
点
と
は

異
な
る
。

（
19
）
聖
徳
太
子
は
三
一
三
話
に
も
登
場
す
る
が
、
そ
れ
は
父
用
明
天
皇
へ
の
孝
養
譚
で
あ
る
。

（
20
）
中
田
祝
夫
「
日
本
霊
異
記
年
表
」（
同
氏
校
注
・
訳
『
日
本
霊
異
記
〈
日
本
古
典
全
集
六
〉』
付
録
、
一
九
七
五
年
、
小
学
館
）。

（
21
）
分
類
さ
れ
て
い
る
巻
の
名
称
と
共
に
記
す
な
ら
、
寺
院
関
係
で
は
雲
居
寺（
和
歌
、
一
六
四
）、
法
会
で
は
最
勝
講（
政
道
忠
臣
、
九

七
）・
平
等
院
一
切
経
会（
管
弦
歌
舞
、二
四
七
）・
仁
和
寺
一
切
経
会（
管
弦
歌
舞
、二
八
〇
）、鳥
羽
院
舎
利
講（
管
弦
歌
舞
、二
八
三
）・

法
勝
寺
八
講（
飲
食
、
六
二
八
）、
経
典
で
は
法
華
経（
宿
執
・
闘
諍
、
四
八
四
）・
観
音
経（
魚
虫
禽
獣
、
六
八
二
）、
な
ど
の
話
が
あ
る
。

ま
た
、
巻
二
に
登
場
し
た
僧
侶
で
他
の
巻
に
登
場
す
る
僧
も
い
る（
和
歌
の
一
五
六
・
一
五
七
な
ど
の
西
行
及
び
二
一
三
の
貞
慶
、
博

奕
・
偸
盗
の
四
三
一
の
澄
憲
、
怪
異
・
変
化
の
六
〇
〇
の
重
源
な
ど
）。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
話
の
主
題
は
仏
教
で
は
な
く
、
分
類
さ

れ
て
い
る
巻
の
名
称
に
関
わ
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
内
容
を
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
説
話
は
通
り
一
遍
の

仏
教
説
話
で
は
な
い
と
い
う
点
に
却
っ
て
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。

（
22
）
年
月
日
が
記
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
か
、『
古
事
談
』『
古
今
著
聞
集
』
に
は
史
実
年
表
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

松
本
公
一
「『
古
事
談
』
史
実
年
表（
稿
）」（『
国
書
逸
文
研
究
』
二
六
、
一
九
九
三
年
一
〇
月
）、
竹
居
明
男
「『
古
今
著
聞
集
』
史
実

年
表（
稿
）」（『
国
書
逸
文
研
究
』
二
四
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
）。
な
お
、『
続
古
事
談
』
は
天
皇
名
を
記
す
な
ど
各
説
話
が
語
る
時
期

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
年
月
日
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
点
は
『
古
事
談
』
と
対
比
す
る
上

で
注
目
し
て
よ
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

（
23
）
大
隅
和
雄
「『
元
亨
釈
書
』
の
仏
法
観
」（
初
出
は
一
九
八
三
年
）、同
「『
元
亨
釈
書
』
の
僧
伝
に
つ
い
て
」（
初
出
は
一
九
九
三
年
）。

い
ず
れ
も
同
氏
『
中
世
仏
教
の
思
想
と
社
会
』
所
収（
二
〇
〇
五
年
、
名
著
刊
行
会
）。
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